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駐
英
国
大
使

林 

肇

　

天
皇
陛
下
が
一
九
九
三
年
に
御
自
身
で
執
筆
さ
れ
た
『
テ
ム
ズ

と
と
も
に 

英
国
の
二
年
間
』
が
昨
年
新
装
復
刊
（
紀
伊
國
屋
書
店
）

さ
れ
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
御
親
筆
の
あ
と
が
き
に
次
の
一
文
が
あ

る
。「
遠
く
な
い
将
来
、
同
じ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ん
だ

雅
子
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
を
再
び
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」（
二
一
七
頁
）。

　

六
月
二
二
～
二
八
日
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
国
賓
と
し
て
英
国

を
御
訪
問
さ
れ
た
。
今
回
の
御
訪
問
は
、
一
九
七
一
年
の
昭
和
天
皇

皇
后
両
陛
下
、
九
八
年
の
現
在
の
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
御
訪

問
以
来
、
日
英
関
係
史
上
三
度
目
と
な
る
国
賓
と
し
て
の
御
訪
問
で

あ
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
自
身
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
日
英
の
親
善
と
し
て
の
意
味
を
超
え
、
現

在
ま
で
の
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
集
大
成
と
し
て
、
歴
史
的
な

出
来
事
と
な
っ
た
。

は
や
し　

は
じ
め　
一
九
八
二
年
東
京
大
学
卒
業
、

外
務
省
入
省
。
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
在
米
大

使
館
公
使
、
在
イ
ン
ド
大
使
館
公
使
、
欧
州
局
長
、

駐
ベ
ル
ギ
ー
大
使
兼
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
代
表
部
大
使
、
内

閣
官
房
副
長
官
補
兼
国
家
安
全
保
障
局
次
長
な
ど

を
経
て
、
二
〇
二
〇
年
よ
り
現
職
。

英
国
国
王
陛
下
か
ら
の
招
請
を
受
け
、
六
月
二
二
～
二
八
日
に

英
国
を
御
訪
問
さ
れ
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
。

駐
英
大
使
と
し
て
御
訪
問
に
携
わ
っ
た
林
氏
が
、
そ
の
意
義
を
読
み
解
く
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の

英
国
国
賓
御
訪
問
を
終
え
て

馬車でバッキンガム宮殿に
向かうチャールズ 3 世国王
陛下と天皇陛下（Richard 
Gillard ／ Camera Press ／
アフロ）
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御
訪
問
ま
で
の
長
い
道
の
り

　

今
回
の
両
陛
下
の
御
訪
問
は
、
日
英
両
国
間
の
揺
る
ぎ
な
い
信
頼

の
も
と
、
大
変
な
紆
余
曲
折
を
経
た
後
に
実
現
さ
れ
た
。
最
初
の
国

賓
御
訪
問
の
御
招
待
が
あ
っ
た
の
は
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
後
間
も

な
い
二
〇
一
九
年
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女
王
陛
下
か
ら
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
当
時
、
ま
だ
現
職
に
お
ら
ず
、
東
京
の
内
閣
官
房
に
勤
務
し

て
い
た
が
、
当
時
の
関
係
者
と
の
間
で
、
御
訪
問
に
向
け
最
大
限
に

日
英
関
係
を
深
化
さ
せ
る
た
め
、
経
済
や
安
全
保
障
分
野
で
の
具
体

的
な
協
力
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
し

か
し
、
御
訪
問
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
感
染
拡
大
に
よ
り
、
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
日
程
の
再
調

整
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

筆
者
が
二
〇
年
一
二
月
に
駐
英
国
日
本
国
特
命
全
権
大
使
を
拝
命

し
た
際
に
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
が
、
年
が
明

け
て
英
国
で
い
ち
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
な
か
、
国
賓
御
訪

問
の
実
現
は
大
き
な
使
命
と
な
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
赴
任
し
た
。

同
年
、
英
国
は
Ｇ
７
の
議
長
で
あ
り
、
一
部
の
閣
僚
会
合
や
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
が
対
面
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
社
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
か

ら
回
復
の
兆
し
を
見
せ
、
御
訪
問
に
向
け
た
機
会
の
窓
が
再
び
開
き

つ
つ
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
に
、

翌
二
二
年
九
月
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女
王
陛
下
が
崩
御
さ
れ
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
は
、
女
王
陛
下
の
国
葬
へ
の
御
参
列
と
い
う
別
の
目
的

の
た
め
に
英
国
を
御
訪
問
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
三
世
国
王
陛
下
が
王
位
を
継
承
さ
れ
、
二
三
年
に
は

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御
差
遣
さ
れ
た
国
王
陛
下
の
戴
冠
式
が

あ
り
、
そ
の
直
前
に
は
『
テ
ム
ズ
と
と
も
に
』
の
本
邦
新
装
復
刊
も

実
現
す
る
な
ど
、
再
び
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
英
国
国
賓
御
訪
問
実
現

に
向
け
た
機
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
本
年
に
入
り
、
改
め
て

英
国
よ
り
正
式
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
国
賓
御
訪
問
の
招
待
が
行
わ

れ
、
二
月
に
は
国
王
陛
下
の
が
ん
の
御
公
表
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
国
王
陛
下
の
順
調
な
御
回
復
も
あ
り
、
日
英
間
で
の
慎
重
な
調
整

の
結
果
、
宮
内
庁
お
よ
び
英
王
室
府
は
四
月
二
七
日
（
日
本
時
間
）、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
国
賓
御
訪
問
を
六
月
下
旬
で
調
整
す
る
旨
、
公

表
し
た
。

　

両
国
間
で
御
訪
問
の
準
備
が
進
み
、
い
よ
い
よ
実
現
か
と
思
っ
て

い
る
と
、
五
月
二
二
日
に
ス
ナ
ク
首
相
が
急
遽
英
国
議
会
下
院
を
解

散
し
、
総
選
挙
を
七
月
四
日
に
実
施
す
る
旨
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
英
国
内
に
て
し
ば
ら
く
の
間
、
検
討
期
間
を
必
要
と
し
た
が
、

皇
室
・
王
室
間
交
流
と
国
際
親
善
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
両
陛
下
の
国

賓
御
訪
問
を
予
定
通
り
執
り
行
う
旨
、
英
国
側
か
ら
回
答
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
も
英
国
政
府
の
中
枢
関
係
者
ら
に
対
し
、
日
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本
か
ら
見
て
英
国
で
の
総
選
挙
期
間
で
あ
る
こ
と
は
、
国
賓
御
訪
問

の
意
義
を
損
な
う
も
の
で
は
全
く
な
い
こ
と
を
静
か
に
説
き
続
け
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
今
回
の
御
訪
問
の
実
現
に
至
る
過
程
で
日
英
は

多
く
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
両
国
の
揺
る
ぎ
な

い
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
実
現
が
可
能

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
飛
躍
的
発
展

　

こ
の
よ
う
な
信
頼
関
係
を
土
台
と
す
る
日
英
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
、
両
陛
下
の
国
賓
御
訪
問
に
先
駆
け
て
、
近
年
飛
躍
的
に
発
展

し
て
き
た
。
日
英
包
括
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
や
日
英
部
隊

間
協
力
円
滑
化
協
定
（
Ｒ
Ａ
Ａ
）
の
署
名
か
ら
運
用
に
か
け
て
の
プ

ロ
セ
ス
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先

進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
英
国
の
加
入
交
渉
お
よ
び
そ
の

実
質
的
な
妥
結
、
英
空
母
打
撃
群
に
よ
る
日
本
寄
港
、
そ
し
て
日
英

伊
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
闘
航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
立

ち
上
げ
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
以
降
に
実
現
し
た
大
き
な
成
果
で

あ
る
。

　

現
代
史
を
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
必
ず
し
も

常
に
強
固
に
維
持
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
一
〇
～
一
六

年
の
英
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
下
で
は
「
英
中
の
黄
金
時
代
」
が
喧
伝
さ

れ
、
い
く
つ
か
の
外
交
課
題
に
お
け
る
日
英
の
立
場
の
相
違
が
顕
在

化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
を
発
端
と
す

る
英
国
側
の
変
化
が
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
進
展
の
契
機
と
な

り
、
両
国
は
、
基
本
的
価
値
を
共
有
す
る
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
外
交
上
の
重
要
課
題
で
連
携
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
層
的

に
発
展
さ
せ
て
き
た
。
昨
年
五
月
に
岸
田
総
理
と
ス
ナ
ク
首
相
が
発

出
し
た
「
日
英
広
島
ア
コ
ー
ド
」
は
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
飛

躍
的
発
展
を
象
徴
す
る
直
近
の
最
大
の
成
果
で
あ
る
。

今
回
の
御
訪
問
と
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

今
回
の
両
陛
下
の
御
訪
問
は
、
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
外
交

的
修
辞
で
は
な
く
実
体
で
あ
る
こ
と
を
国
際
社
会
に
示
す
機
会
と

な
っ
た
。両
陛
下
の
御
訪
問
全
体
を
振
り
返
り
、最
も
印
象
的
で
あ
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
つ
紹
介
す
る
。
一
つ
目
は
、
六
月
二
五
日
に
歓

迎
行
事
の
一
環
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
、
ホ
ー
ス
ガ
ー
ズ
か
ら
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
宮
殿
へ
の
馬
車
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
宮
殿
へ
と
つ
な
が
る

大
通
り
ザ
・
マ
ル
に
は
、
御
訪
問
期
間
中
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
と

と
も
に
日
章
旗
が
交
互
に
飾
ら
れ
、
パ
レ
ー
ド
当
日
の
沿
道
で
は
、

当
地
在
留
邦
人
や
旅
行
中
の
邦
人
な
ど
大
勢
の
方
々
が
日
章
旗
を

振
っ
て
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
筆
者
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
や
国

王
王
妃
両
陛
下
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
皇
太
子
殿
下
ら
に
続
く
四
台
目
の
馬
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車
に
乗
る
機
会
を
得
て
、
た
い
へ
ん
感
動
的
な
光
景
の
な
か
、
日

英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
広
が
り
を
肌
で
感
じ
た
。

　

二
つ
目
は
、
同
日
夜
に
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
行
わ
れ
た
国
王

王
妃
両
陛
下
主
催
晩
餐
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
ま
ず
国
王
陛

下
が
歓
迎
の
辞
の
中
で
日
英
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
三
回
言
及

さ
れ
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
日
英
の
深
い
絆
に
根
ざ
し
、

友
情
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
一
層
発
展
し
て
い
く

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
天
皇
陛
下
は
御
答
辞

の
中
で
、
日
英
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
重
層
的
な
連
携
・
交

流
を
加
速
さ

せ
、
か
つ
て

な
く
強
固
な

発
展
を
遂
げ

て
い
る
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
述
べ
ら
れ

た
。
両
陛
下

の
ス
ピ
ー
チ

は
、
日
英
間

の
事
前
調
整

な
ど
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
ト
ー
ン
は
驚
く
ほ
ど
に
一
致
し
て
お
り
、

今
回
の
御
訪
問
が
、
国
際
親
善
と
い
う
意
味
を
超
え
、
両
国
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
象
徴
的

な
機
会
と
な
っ
た
。
二
七
日
の
宮
殿
で
の
お
別
れ
の
御
挨
拶
の
際
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
国
王
王
妃
両
陛
下
が
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
り
な

が
ら
別
れ
を
惜
し
ま
れ
る
お
姿
は
、
ま
る
で
家
族
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
筆
者
に
と
っ
て
こ
の
実
感
を
確
信
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

日
英
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

　

日
英
の
友
好
は
一
朝
一
夕
に
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
長
い
年

月
を
か
け
て
着
実
に
積
み
重
ね
て
き
た
信
頼
関
係
の
賜
物
で
あ
る
。

今
回
の
御
訪
問
先
は
、
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
の
粋
を
集
め
た
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ク
リ
ッ
ク
研
究
所
、
Ｖ
＆
Ａ
子
ど
も
博
物
館
や
王
立
音

楽
大
学
な
ど
の
芸
術
文
化
施
設
、
経
済
の
中
心
地
シ
テ
ィ
に
あ
る
ギ

ル
ド
・
ホ
ー
ル
、
そ
し
て
学
術
の
都
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
日
英
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
成
熟
を
照
ら
し
だ
す
機
会

と
な
っ
た
。
当
地
で
は
七
月
四
日
の
総
選
挙
の
結
果
、
ス
タ
ー
マ
ー

首
相
に
よ
る
一
四
年
ぶ
り
と
な
る
労
働
党
の
新
内
閣
が
発
足
し
た
。

わ
が
国
は
、
か
つ
て
な
い
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
こ
の
日
英
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、
両
国
の
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
の
も
と
、
新
た
な
英
国

政
府
と
の
間
で
引
き
続
き
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
●

6月25日、国王王妃両陛下主催による晩餐会を前に談笑
する（右から）チャールズ３世国王陛下、天皇陛下、皇后陛下、
カミラ王妃陛下（REX ／アフロ）




